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研究成果の概要： 
多重配置の自由性におけるふたつの基盤的な定理を証明した．ひとつは，多重超平面配置の自

由性に関する「加除定理」であり，もうひとつは，多重自由超平面配置における「Solomon-Terao
の定理の拡張」である（ともに，阿部拓郎（京大・理）と Max Wakefield(US Naval Academy)
との共著）．これにより，多重超平面配置の具体的に自由性を論ずることが初めて可能になり，

自由配置の本質的意味の理解に近づいた． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

2006 年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

2007 年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

2008 年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

  年度  

総 計 13,000,000 3,900,000 16,900,000 

 
 
研究分野：数学 
科研費の分科・細目：代数学 
キーワード：超平面配置・超幾何積分・鏡映群 
 
１． 研究開始当初の背景 
超平面配置の中心概念である自由配置の研
究において，多重配置を用いた手法が吉永正
彦（京大・理）によって 2004 年に開始され
てはいたが，本研究開始当時は，具体的な多
重超平面配置の自由性を判定することも容
易ではなかった． 
 
２． 研究の目的 
超平面配置の研究においては，組合せ論，代
数幾何，位相幾何，特異点，群論，特殊関数
論，微分幾何，数理物理などが交錯している．
また，素朴な対象であるだけに，数学の諸分

野のみならず，自然科学・社会科学の対象を
記述する数学モデルの中に自然に登場する．
以上を踏まえ，本研究の目的として，以下の
２つを設定した．すなわち，(1)超平面配置そ
れ自体の数学構造の研究，また，(2)数学内の
他分野への応用のために必要な超平面配置
の研究である．(1)においては，自由超平面配
置を理解し，超平面配置の自由性が組み合わ
せ的に決まるかという著名な予想の解決に
向けた研究を行う． 
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３．研究の方法 
 
目的(1)については、2005 年度は、鏡映配置
に対して、鏡映面に接触度 n (n は 1 以上の整
数)で接するベクトル場の加群についてすで
に得られている結果とその帰結の意味する
ところを正しく理解することから始めた。す
なわち、n=2 の場合は、L. Solomon との共
著論文(1998)、一般の n では、研究代表者の
論文(2002)によって、上記加群が自由加群で
あることが示され、また、具体的な基底が得
られていた。言い換えれば、鏡映配置は、重
みをすべて等しく選んだときには、多重自由
配置を与えている。一方、吉永正彦による結
果(2004)によれば、自由配置の制限と多重自
由配置の間にはベクトル束を通じて密接な
繋がりがある。その意味で、この鏡映配置の
多重自由性がどのような幾何学的・組合せ的
意味を持っているのか、を検討した。 
目標(2)については、社会科学から派生した 1
次元ランキングのパターン数を求める問題
は、中面配置と呼ばれる特別な超平面配置の
部屋の数を求める問題に帰着できることは，
本 研 究 計 画 開 始 の 直 前 に す で に
Kamiya-Orlik-Takemua-Terao(2006)により，
示されていたが，統計学は巨大な分野であり
文献も多いので、まず、2005 年度は、ラン
キングをあつかった統計学の既成理論の枠
組の中に、研究代表者の考える超平面配置を
用いた研究方法が何らかの形ですでに含ま
れうるかどうか、を検証した。2006 年度以
降は、有限環上の超平面配置の特性多項式 
に環の位数を代入した値を多くの実例を通
して計算し，成立すべき定理の形を予測し，
証明した． 
 
４．研究成果 
2006 年度から，研究代表者は北海道大学に
異動し博士研究員の阿部拓郎（現在，京大）
と Max Wakefiled( 現 在 ， US Naval 
Academy)との共同研究を開始した．そこで
は，多くの実例の計算と，微分加群の計算機
を用いた具体的計算を積み重ねることによ
り，上記の 2 定理の結果を予想することがで
き，2006 年には一般的な証明に成功し，2008
年に出版することができた．以下，2 つの定
理の内容を述べる． 
 
自由多重超平面配置の加除定理． 
鏡映配置に限らず，一般の配置に重複度を付
加した多重配置に関して，阿部拓郎，Max 
Wakefield 両氏と共同で，加除定理を定式化
して証明した．これは重複度がすべて１であ
る単純超平面配置の場合の研究代表者によ
る加除定理（1980）を自然に拡張したもので
ある． 
 

多重超平面配置に関する Solomon-Terao型定
理. 
上記の 2人との共同で，一般の多重配置につ
いて分解定理を証明した．これは，単純超平
面配置の場合の分解定理（1981）の拡張であ
り，Solomon-Terao の定理(1987)の拡張でも
ある． 
 
この２論文の成果により，今まで困難だった
多重配置の自由性のチェックが劇的に簡易
化された．このことは，具体的な実例を数多
く調べる新方法が与えられたことを意味し，
多くの実例チェックにより，いわゆる寺尾予
想の（肯定的あるいは否定的な）解決に近づ
くことが期待される． 
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